予算要求資料
平成28年度12月補正予算　　　支出科目　款：商工費　項：商工費　目：工鉱業振興費
	事業名　新海外デザイナー連携による国内展示会開催事業費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
商工労働部　観光企画課　海外戦略推進室　電話番号：058-272-1111（内　3078）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　E-mail： c11334@pref.gifu.lg.jp
１　事業費　　補正要求額   7,920 千円（現計予算額：0千円）
＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財産収入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	現　計
予算額
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	補　正

予算額
	7,920
	7,920
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	決定額
	7,920
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	7,920


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
県はかねてより、国内外への販路開拓を目的に世界で活躍する海外デザイナーと県内企業をマッチングさせ、世界に通用する新商品の開発支援に取組んできた。その新商品の発表の場として、県は平成28年4月にイタリア・ミラノで開催された国際家具見本市「ミラノ・サローネ」に全国の自治体として初めて出展し、同展示会では世界的にも高い評価を得ることで「岐阜ブランド」の価値を向上させ、県産品の海外販路拡大に大きく寄与した。
　　　今後も継続して海外販路の拡大に対する取組みを継続していく一方で、その海外での取組みを日本国内にも広く告知し、日本国内における「岐阜ブランド」の向上および国内販路拡大に結びけたい。
（２）事業内容

　　　海外デザイナーと連携して開発し、海外展示会で高い評価を得た商品を日本国内においても広く告知するための国内展示会を開催し、さらなる販売力強化を目指す。
　　【展示会名】
1 ミラノ・サローネCASA GIFU展（岐阜・岐阜県美術館）
2 Paper Garden（東京・スパイラルガーデン）
（３）補正理由
イタリア・ミラノで開催された国際家具見本市「ミラノ・サローネ」において県が出展したギャラリー「CASA GIFU」においては、期間中に4000名を超す来場があったほか、欧州有数のインテリアディストリビューター等から多数の商談引き合いがあるなど大成功となった。これにより岐阜ブランドは欧州において急速に認知されることとなり、この機会を逸することなく国内での展示会を連続して開催することでさらなる県産品の販売力強化に結び付けることが可能となる。
以上のことから、国内展示会の開催にかかる費用相当分について、予算の補正を行う。
（４）県負担・補助率の考え方
　　　  県事業として実施している海外デザイナーとの連携による海外向け商品開発事業の成果を国内で広くPRすることで、海外で高まった「モノづくりの産地としての岐阜県ブランド」の認知度を活かした国内販売力のさらなる強化が可能となるため、本件事業も県事業として実施することが適当である。
（５）類似事業の有無

　　　無し
３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	委託料
	7,920
	別紙積算書に記載

	合計
	7,920
	


	　決定額の考え方　

　財源については、３月補正予算で整理します。


４　参考事項

（１）各種計画での位置づけ
　　　岐阜県成長・雇用戦略
　　　６ 戦略を推進するための基盤づくり　（３）販路拡大・海外展開

　　　

（２）後年度の財政負担
　　　  海外デザイナー及びディストリビューター（流通事業者）と信頼関係を構築の上、連携して新商品を開発するとともに、国内外においてブランドイメージを作り上げ販路拡大を図るためには、少なくとも3年程度は支援を実施する必要がある。
（３）事業主体およびその妥当性
　　　　公的機関である県が率先して国内外に販路を構築することにより、県産品のブランドイメージとともに信頼度が高まり、継続的取引へと繋がる可能性が高くなる。また、県レベルの方が県内全域から様々な県産品を紹介できるため、多くの魅力を打ち出せるとともにより幅広いニーズに対応が可能となる。
事業評価調書
	■  新規要求事業　

	□  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
　平成３０年度末までに、県事業として実施している「海外デザイナーとの連携による海外向け商品開発事業」の成果を発表するための展示会を県内および首都圏、関西圏の3か所にて実施する。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	展示会実施件数
（都市数）
	-
（H27）
	-

（H  ）
	（H）
	（H）
	３

（H）
	
  ％


	
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	％



○指標を設定することができない場合の理由
	


（前年度の取組）

	


（前年度の成果）

	


	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○
	近年、経済のグローバル化・ボーダレス化に伴い、県内中小企業の国際化は産業政策上極めて重要な課題となっており、一層の支援強化が必要である。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）


	

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)


	


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
グローバル展開及び海外の連携会社の戦略・事業実施のスピードが速く、せっかくの機会があっても、県内の中小企業がついていけるか懸念される。




（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか

　国内市場が縮小する中、県内企業の海外展開に対する支援ニーズが高まっている。今後も、県産品の海外市場開拓を促進するため、デザイナー等との連携により、世界に通用する魅力ある新商品の開発が進むよう積極的に県内企業を支援するとともに、その取組みを国内で効果的にPRすることで、国内での販売力強化にも結びつける。




